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	記
	１．社債の利率
	　　年0.7％
	２．各本新株予約権の行使により交付する当社普通株式の数を算定するにあたり用いられる価額（以下「転換価額」という。）
	　転換価額は、当初、日本証券業協会の定める有価証券の引受け等に関する規則第25条に規定される方式による需要状況の結果等を考慮し、平成23年７月25日（月）から平成23年７月27日（水）までの間のいずれかの日（転換価額等決定日）の株式会社東京証券取引所における当社普通株式の普通取引の終値（当日に終値のない場合には、その日に先立つ直近日の終値。）に、120％から125％の範囲内で決定される値を乗じて算出される金額とし、計算の結果１円未満の端数を生じた場合は、その端数を切り捨てるものとする。なお、上記計算の結果算出される転換価額が652円を下回るときは、本新株予約権付社債の発行を中止する。

